
「血を流すことなしには赦しはない」       2026 年 09月 17日 

こういうわけで、キリストは新しい契約の仲介者なのです。それは、最初の契約の下で

犯された違反の贖いとして、キリストが死んでくださった結果、召された者たちが、約束

された永遠の財産を受けるためです。というのは、遺言の場合、遺言者の死が条件です。

遺言は人が死んで初めて有効になるのであって、遺言者が生きている間は効力がありませ

ん。だから、最初の契約も、血が流されずに成立したのではありません。すなわち、モー

セは、律法に従ってすべての戒めを民全体に告げたとき、水と深紅の羊毛とヒソプと共に、

若い雄牛と雄山羊の血を取って、契約の書そのものと民全体とに振りかけ、こう言いまし

た。「これは、神があなたがたに命じられた契約の血である 。」 また彼は、幕屋と礼拝に

用いるあらゆる器具にも同様に血を振りかけました。こうして、律法によれば、ほとんど

すべてのものが血で清められます。血を流すことなしには罪の赦しはありえないのです。

（ヘブライ 9:15 ～ 22） 

 

著者は、「こういうわけで、キリストは新しい契約の仲介者なのです」と言う。キリス

トは、人間の罪を贖うために十字架で死んでくださり、神と人との間の新しい契約を仲介

する存在である仲保者となられた。それは、召された者たちが、既に約束されている永遠

の財産を受け継ぐためである。「遺言の場合、遺言者の死が条件です。遺言は人が死んで

初めて有効になるのであって、遺言者が生きている間は効力がありません 。」 遺言は人が

死んで発効するように、死には重要な意味がある。最初のシナイの荒れ野で、神とイスラ

エルの民の間で結んだ契約の時も、血が流されずに成立したのではなかった。「モーセは、

律法に従ってすべての戒めを民全体に告げたとき、水と深紅の羊毛とヒソプと共に、若い

雄牛と雄山羊の血を取って、契約の書そのものと民全体とに振りかけ、こう言いました。

『これは、神があなたがたに命じられた契約の血である 。』 また彼は、幕屋と礼拝のため

に用いるあらゆる器具にも同様に血を振りかけました 。」 この最初の契約の時も、血の匂

いでむせ返っていただろう。そして著者は、「こうして、律法によれば、ほとんどすべて

のものが血で清められます。血を流すことなしには赦しはありえないのです」と言う。ユ

ダヤにおいて、不浄のものを水で清めるという儀式が多く行われていた。清めの水は重要

なもので、ユダヤ人は家庭に清めに用いる水甕を備え、ユダヤ人の集落は必ずきれいな水

のある井戸の傍や川辺にある。ただし、人間の罪の赦しは命の象徴である血をもって償う

ことなしにはありえない。人間が創造されてから、人は菜食であった。ノアの洪水の後は、

青草と同じように、全ての獣、鳥、地を這うもの、魚を、食物として食べることが許され

た。ただし、動物の肉は命である血を含んだまま食べてはならないと厳しく禁止されてい

る。血は命で、命は神のものである。血を食することは神を犯すことになるという認識で

ある。そこで、罪の赦しには、血の代償が必要であると言うのである。聖書の民の罪認識

は深い。パウロは、「私は自分の望む善は行わず、望まない悪を行っています。自分が望

まないことをしているとすれば、それをしているのは、もはや私ではなく、私の中に住ん

でいる罪なのです（ローマ 7:19 ～ 20 ）」 と言い、「私はなんと惨めな人間なのでしょう。

死に定められたこの体から、誰が私を救ってくれるでしょうか（ローマ 7:24b ）」 と呻い

ている。そのように罪深い私が、主イエスの死によって義とされ、救われていると神に感

謝している。著者も、大祭司イエスの十字架の血によって、罪が贖われ、赦されていると

告白しているのである。 


